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本  日  の  卓   話 
１２ 月１４ 日 （水） 
｢税よもやま話｣ 

   茨木税務署副署長  新田 実 氏 

 

例 会 記 録 
第２２６３ 回例会 １２月 ７日（水）晴 
●国歌「君が代」斉唱       
●ロータリーソング「 Ｒ-Ｏ-Ｔ-Ａ-Ｒ-Ｙ」斉唱  
 
 
 

会 長 の 時 間      秋山 勤会長 

もう師走です。といわれてもピンと来ないくらい

早い１２月の訪れでした。一昨日の木枯らしでよう

やく冬を実感させられているところです。風邪など

引かぬよう十分な備えをしてください。ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの

蔓延多発が心配されています。 

世間では、相変わらず私達の想定外の事件が多発

し、話題をさらっています。 

さて、１２月は家族月間です。 

2003～04 年度のｼﾞｮﾅｻﾝ･B･ﾏｼﾞｲｱﾍﾞ RI 会長が「家

族月間」を定めました。2004~05 年度のｸﾞﾚﾝ･E･ｴｽﾃ

ｽ RI 会長に引き継がれ、ﾛｰﾀﾘｰの家族委員会を設け

るよう力説されました。今年度のｶｰﾙ･W･ｽﾃﾝﾊﾏｰ会長

も同様な路線を踏襲しています。 

RIは全世界のﾛｰﾀﾘｱﾝに、配偶者、子供達および親

族の人達にもﾛｰﾀﾘｰの奉仕活動や集会に参加できる 

 

出 席 報 告 
第２２６３回例会 前々回（第２２６１回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ３１ (８) 17 6 73.91 ％ 5 78.26 ％ 

 

 
 

機会を設けるよう奨励しています。背景には、ﾛｰﾀﾘ

ｰは世界的な大きな家族であるという思想がありま

す。ﾛｰﾀﾘｱﾝというだけで、お互いに信頼できる気持

ちになれる不思議な力があるからです。 

月間強調項目の家族、つまりﾛｰﾀﾘｰ家族には、ﾛｰﾀ

ﾘｱﾝ、元会員、その配偶者や家族、ﾛｰﾀｰｱｸﾀｰ､ｲﾝﾀｰｱｸ

ﾀｰ、青少年交換学生、財団国際親善奨学生、米山奨

学生、OB 会会員および学友会会員等々ﾛｰﾀﾘｰに関連

したすべての人々が含まれます。 

今月の行事では 12 月 17 日 18 時から RAC のクリ

スマス例会、12月21日18時から忘年家族親睦会が

あります。          

ﾛｰﾀﾘｰ家族の皆さんが一人でも多く参加してくだ

さるようお願いします。 
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幹 事 報 告        松尾康弘幹事 

１．ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
 １）RI 財団本部「未来の夢委員会からのアンケ
ート」の依頼  

 ２）環境問題に関する研修・見学会の開催の案内  
１／23（月） 於：佐川急便(株)関西支社    

 ３）地区大会受付等変更の案内  
 ４）「ユネスコ・世界寺子屋運動」の協力依頼 
（募金と書き損じハガキ回収）  

 ５）2004～05 年度ﾛｰﾀｰｱｸﾄ地区年次大会「RAC 
PRビデオ（DVD）」送付２本                          

２． 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１） 浪速少年院教育作品展示即売会の案内 
 12／11（日）10：30～   於：当院体育館 
 ２）ザ・ロータリアン 12月号 
３．第6回理事会報告(12月7日開催) 

１）秋山会長挨拶 
２）1月度プログラムの件         承認 
３）下半期会費の件            承認 
   ＲＡＣの分担金として一人3,000円の負担を
お願いする 

４）「平成 18 年年賀交歓会」協賛金（40,000 円）
の件                承認 

   日時：平成 18年 1月 6日（金）午前 10時
～ 

   場所：ホテル日航茨木大阪 2階 祥雲の間 
５）事務局年末年始休暇の件（12/29～1/4） 承認 
６）その他 
  ①茨木ＲＡＣの活動内容について     協議 
７）長澤直前会長講評 
  「茨木ＲＡＣのあり方について協議をしました

が、何事も作るのは簡単ですが維持していく

ことは難しいことで、ＲＡＣも同じです。奉

仕のきっかけとなる行動が今のＲＡＣの活動

のなかにあるかどうか、疑問に思います。茨

木ＲＣがイニシアティブをとって、ＲＡＣ活

動の方向性を考えなければいけない時期に来

ているような気がします。会員の方々の協力

をお願いします。」 
 

委 員 会 報 告         

親睦活動委員会         山田慶子会員 

「忘年家族親睦会について」 

 プレゼント交換用として参加者１人１品持参で

お願いしてありましたが、今回プレゼント交換は中

止とします。代わってビンゴゲームの賞品に多数ご

提供くださいますようお願い致します。 

 

卓  話 

「クラブ創立記念日」 
               秋山 勤会長 

    
  
茨木ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞは12月23日46周年目の創立記念

日を迎えます。平成に入って天皇誕生日となったお

めでたい日です。 

1959年(S34年)12月 23日、日本専売公社茨木工

場(現マイカル)で創立総会が開かれ、茨木ﾛｰﾀﾘｰｸﾗ

ﾌﾞが誕生しました。高槻 RC の子ｸﾗﾌﾞとして発足、

会員数は 23 人でした。それまでは 9 人の方が高槻

RCへ通っていました。茨木ｸﾗﾌﾞ 80人の会員から20

人が選ばれて RC 会員となられました。大変格調の

高いｸﾗﾌﾞでした。    

本人が入りたいだけでは会員になれなかった一

流の紳士の集まりでした。市の人口も7万人の時代

でした。 

翌1960年 2月9日RIから認証され、4月3日吹

田、豊中、茨木の3RC合同のチャーター伝達式が日

本専売公社茨木工場で挙行されました。 

クラブバナーは初めの頃バナーレット(小旗)と

言われていました。ご存知のとおり、地元茨木市に

古くから伝わる物語「茨木童子」の歌舞伎の面(河

竹黙阿弥作、歌舞伎狂言“茨木”)を中央に 3 色を

使用した気品ある鮮やかな小旗です。黄色は温情を、

地色の緑は平和を、IBARAKI の紅は誠意を象徴して

います。 

後の経緯と活動状況は、クラブ概況報告書小史に

掲げられているとおりですが。 

１年後には、無医地区巡回診療奉仕を始められま

した。 

5 周記念には当時の国鉄茨木駅前に照明灯寄贈、

10 周年記念には万博道路の銀杏並木の植樹、30 周

記念には忍頂寺スポーツ公園にロータリーの森建



設、40周記念にはインドネシアの水頭症救済等々の

素晴らしい奉仕活動をしてきました。 

国際的には、8 年後に台北西北ロータリークラブ

と姉妹締結し、16周年目にWCS事業として台湾奥地

の公民館建設に奉仕しました。45周年目には、イン

ドネシア・チネレ、ジョグジヤカルタ両クラブと双

子クラブになりました。40周年目頃からWCSの制度

を多く活用しながら、ご存知のとおりの目覚しい奉

仕活動を続けています。 

地元では、いちいち枚挙のいとまないくらい位数

多くの奉仕活動をつづけています。 

地区では、大森PG,橋本陽二PG補佐をはじめ多く

の地区委員長が活躍されました。 

今は、会員の減少に悩み、どう増やして行くかが

焦眉の急であります。皆様の力を借りて、これを乗

り越え発展してゆくことを願ってやみません。 

 
 
 
 

【年 次 総 会】 

        指名委員会  橋本陽二委員長 

 (役 員) 

    会 長     中西 勝 

    副会長     久保義誓 

    会長ノミニー  坂井正純 

    幹 事     辰巳克平 

    副幹事・ＳＡＡ 長澤利治 

    会 計     笠原隆之助 

    直前会長    秋山 勤 

 (理 事) 

            橋本陽二 

            久保義誓(副会長兼務) 

            大森慈祥 

            戸川通夫 

 

  2006～2007 年度役員・理事の発表が指名委員

長よりあり、全会一致で承認されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ニ コ ニ コ 箱 

※夫人誕生を記念             野田 
※結婚記念             掛谷、久保 
※つたない卓話で恐縮です でも少々寝不足気味

です                  秋山 
※会社創業 100周年を迎える事ができました  
                   橋本(陽) 
※何かとご迷惑をおかけしています     木本 
※先日のゴルフコンペには不細工な成績で皆様に

ご迷惑をおかけしました         笠原 
※メリークリスマス！(21日欠席します)   山道 
※12/3 茨木ＲＣゴルフコンペで優勝させて頂きま
して                  吉田 
※写真をいただいて         掛谷、高島 
※茨木市歳末助け合い運動募金 ￥２１，０００ 
 

本日計   ６５，０００円  
累 計１，０９４，０４６円 

 

次 回 卓 話 

「忘年家族親睦会」 

          親睦活動委員会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


